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Actinobacillus pleuropneumoniae （App）はパスツ
レラ科に属するグラム陰性，通性嫌気性，芽胞無形成の
桿菌である［1, 2］．Appは豚の豚胸膜肺炎の原因菌で，
感染した豚は甚急性，急性，亜急性または慢性の経過を
たどり，しばしば致死性の胸膜肺炎を引き起こす［3］．
このため Appは養豚産業の大きな経済的損失の原因と
なる重要な疾病である［3, 4］．病理学的には線維素性
胸膜炎を伴う線維素壊死性肺炎や出血性肺炎を呈し，血
管炎を伴い，陳旧化すると膿瘍が形成される［3］．また，
Appは Splendore-Hoeppli phenomenonを伴う肉芽腫
性肺炎を形成することがある［5］．肺以外の病変形成はま
れであるが，Appによる血管病変は腎臓に認められるこ
とがある［3］ほか，Splendore-Hoeppli phenomenonを
伴う肉芽腫性肝炎，脾炎及び腎炎［6］，Splendore-

Hoeppli phenomenonを伴う肉芽腫性リンパ節炎［7］，

壊死性骨髄炎と線維素化膿性関節炎［8］，滲出性髄膜炎
と腎炎［9］などを引き起こすことが報告されている．
しかし，これまでに Appによる皮膚及び皮下脂肪組織
に関する病変の報告は見当たらない．
今回，と畜場搬入豚に App感染に関連した化膿性皮
下脂肪組織炎が認められたので，その概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

供試材料：2014 年 6 月 20 日，富山県内のと畜場に搬
入され処理された A農場由来の 71 頭の豚のうち，皮下
脂肪組織に病変が認められた約 6カ月齢の去勢の肥育豚
1頭について，細菌学的，病理組織学的及び免疫組織化
学的検索を実施した．
細菌学的検査：皮下脂肪組織及び腎臓を馬血液寒天培
地（極東製薬㈱，東京）にスタンプ塗抹し，好気培養及
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要　　　　　約

約 6カ月齢のと畜検査豚の全身皮下脂肪組織に多発性の癒合する巣状化膿性脂肪織炎が認められた．同病変部からは
A. pleuropneumoniaeが分離され，さらに同菌はマルチプレックス PCRより，A. pleuropneumoniae血清型 2と判定
された．組織学的には，皮下脂肪組織においてグラム陰性桿菌の周囲に巣状に好中球及びマクロファージの浸潤が認め
られ，一部では Splendore-Hoeppli phenomenonも認められた．免疫組織化学的には，脂肪織病変にみられたこのグ
ラム陰性桿菌は，A. pleuropneumoniae血清型 2に対する抗体に陽性反応を示した．これらの結果から，今回観察さ
れた化膿性皮下脂肪織炎は A. pleuropneumoniae血清型 2の感染に関連して発生したことが示唆された．
─キーワード：Actinobacillus pleuropneumoniae血清型 2，と畜検査，豚，皮下脂肪組織炎．
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認められた．免疫組織学的検索では，変性した血管内，
Splendore-Hoeppli phenomenonの中心部分及び好中
球浸潤巣のグラム陰性桿菌に一致して，App血清型 2
抗体の陽性反応が認められた．
腎臓皮質には，出血を伴う好中球浸潤巣が認められた
が，グラム染色では同部に菌体は認められず，免疫組織
学的検索においても陽性反応は認められなかった．

考　　　　　察

以上の結果から，皮下脂肪組織の病変は App血清型
2に起因していることが示唆された．Appは豚胸膜肺炎
の原因菌であり［2］，この病変は胸腔内に限局するもの
と考えられてきた［12, 13］．近年，Ohbaら［6, 7］は
App血清型 2 が胸腔内以外の肝臓，腎臓，脾臓及びリ
ンパ節にも病変を形成することを報告した．今回得られ
た組織病変は，Ohbaら［6, 7］が報告した App血清型
2による肺，肝臓及びリンパ節の病変と非常に類似して

び嫌気培養（アネロパックケンキ®，三菱ガス化学㈱，
東京）を 37℃にて 24～48 時間行った．分離株の継代
はチョコレート寒天培地（栄研化学㈱，東京）を使用し，
炭酸ガス培養（アネロパック CO2，三菱ガス化学㈱，
東京）を行った．
生物学的検査：分離株はキット（ID-テスト-HN-20 
ラピッド「ニッスイ」®，日水製薬㈱，東京）とオキシ
ダーゼ・カタラーゼ試験にて同定を試みた．

PCR法：分離された App株については Itoら［10］
の方法に基づいて，1，2，5，7 及び 15 型の莢膜合成遺
伝子を標的としたマルチプレックス PCRにより血清型
別を行った．
病理組織学的検査：死後 30 分以内に皮下脂肪組織及
び腎臓を採取した．それらはメタノール加 20％ホルマ
リンで固定後，パラフィンに包埋した．組織切片（厚さ
3µm）について，ヘマトキシリン・エオジン（HE）染
色及びグラム染色を行った．
免疫組織化学染色はストレプトアビジンアルカリホス
ファターゼキット（Histofine SAB-POキット，㈱ニチ
レイ，東京）を用いて実施した．抗 App血清型 2ウサ
ギ血清を一次抗体として用いた切片は，ヘマトキシリン
で対比染色し，顕微鏡下で観察した．

成　　　　　績

肉眼所見：枝肉の皮下脂肪組織の表面に直径 2～
10mm大の硬結感を有する赤斑が多数認められた．赤
斑は皮下脂肪組織の内部にも認められ，赤斑の割面は，
赤色あるいは白色で周囲が赤色に縁取られるものもみら
れた（図 1）．同様の赤斑は，全身の皮下脂肪組織にび
漫性に存在していた．
右腎臓の皮質には，直径 2～3mm大の内部が白色で
周囲が赤色に縁取られる小結節を数個認めた．そのほ
か，肺にマイコプラズマ肺炎様の肝変化病巣が認められ
たが，胸膜肺炎は認められなかった．肝臓には肝包膜炎
が認められた．
細菌学的検査：皮下脂肪組織から Appのみが分離さ
れ，PCRにより App血清型 2に型別された．腎臓から
は細菌は分離されなかった．肺の細菌学的検査は未実施
であった．
病理組織学的検査：皮下脂肪組織では，出血や壊死を
伴う多病巣性の好中球浸潤が認められた．一部の病巣
に，グラム陰性桿菌の周囲に放射状に延びた好酸性棍棒
状物（Splendore-Hoeppli phenomenon）が認められ
た（図 2）．病巣内の変性した小血管の周囲には核の伸
展した好中球（燕麦様細胞）やマクロファージが認めら
れた（図 3）．小血管には血栓形成がみられ，壊死を伴っ
ていた．グラム染色では，変性した血管内や Splendore-

Hoeppli phenomenonの中心部分にグラム陰性桿菌が

図 1　枝肉
（a） 多発性の皮下脂肪組織の赤斑．
（b） 赤斑の割面．赤色あるいは白色で周囲が赤色に

縁取られる（矢印）（スケール＝5cm）．

a

b
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いた．しかし，これまで App血清型 2に起因した皮下
脂肪組織における病変形成の報告は見当たらない．ま
た，病変は全身の皮下脂肪組織に及んでおり，枝肉の商
品価値を下げる経済的損失の大きな疾病となった．
今回，腎臓の化膿巣からは細菌学的にも免疫組織化学
的にも App血清型 2 の菌株または抗原は検出されず，
皮下脂肪組織病変との関連は不明であった．

Ohbaら［7］は，肺，肝臓及び肺門・縦隔リンパ節
に化膿性肉芽腫性病変を呈した豚の腎臓の化膿性病変と
血管炎から App血清型 2を分離し，免疫組織化学的に
App血清型 2 を検出している．今回，全身の皮下脂肪
組織の血管を中心に多発性に病変がみられたことから，
Appが血行性に播種したことが考えられ，今後同様の症
例についてリンパ節や諸臓器の精査が必要と考えられた．
本稿を終えるにあたり，材料提供等に協力いただいた富山県
食肉検査所の皆さまに深謝する．

図 2　皮下脂肪組織
（a） 好 中 球 浸 潤 巣 に お け る Splendore-Hoeppli 

phenomenon．中央には多数の細菌を認め，周
囲には好中球及びマクロファージがみられる
（HE染色　Bar＝50µm）．

（b） （a）の細菌や好中球浸潤巣に App血清型 2抗体
陽性反応がみられる（免疫組織化学染色　Bar＝
100µm）．
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図 3　皮下脂肪組織
（a） 変性した小血管．血管内には多数の細菌を認め，

周囲には変性した好中球及びマクロファージがみ
られる（HE染色　Bar＝20µm）．

（b） 変性した血管内には App血清型 2抗体陽性反応
がみられる（免疫組織化学染色　Bar＝20µm）．

a

b
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Systemic Subcutaneous Panniculitis Associated with Actinobacillus Pleuropneumoniae 
Serotype 2 Infection in a Pig during Meat Inspection
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SUMMARY

During meat inspection, a six-month-old pig had systemic multifocal, coalescing suppurative panniculitis in 
subcutaneous adipose tissues.  Actinobacillus pleuropneumoniae was isolated from the subcutaneous lesions 
and identified as A. pleuropneumoniae serotype 2 by Multiplex PCR assay.  Histologically, there were multifocal 
panniculitis consisting of various degrees of neutrophil and macrophage infiltrations.  A large number of Gram-
negative bacilli were visible in the center.  Occasional Splendore-Hoeppli phenomenon was also obser ved.  
Immunohistochemically, the organisms in the lesions showed a positive reaction to antibodies against A. 
pleuropneumoniae serotype 2.  These results indicate that the present subcutaneous suppurative panniculitis 
was closely associated with A. pleuropneumoniae serotype 2 infection.
─ Key words : Actinobacillus pleuropneumoniae serotype 2, meat inspection, pig, subcutaneous panniculitis.
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